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委
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鈴
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弘

◎
第
７７
号
議
案

・
暴
力
団
の
利
益

と
な
る
公
の
施
設
の
使
用
の
制
限

に
関
す
る
条
例

〔
質
疑
〕
暴
力
団
が

一
般
市
民
と

し
て
施
設
を
使
用
す
る
場
合
は
差

し
支
え
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
個
人
と
し
て
利
用
す
る

場
合
は
該
当
し
な
い
。
催
し
物
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
暴
力
団
に

金
銭
的
利
益
が
あ
る
場
合
や
暴
カ

国
の
意
思
高
揚
、
勢
力
拡
大
な
ど

の
目
的
が
あ
る
場
合
が
該
当
す
る
。

〔
質
疑
〕
使
用
申
請
の
受
付
の
際

市
と
し
て
の
対
応
を
あ
ら
か
じ
め

考
え
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
ゴ
受
付
で
の
判
断
は
難
し

い
が
、
〈フ
後
所
轄
の
警
察
署
と
協

定
を
結
び
、
一叙
わ
し
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
照
会
を
出
し
て
情
報
提

供
を
求
め
判
断
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

許
可
後
に
判
明
し
た
場
合
は
、

許
可
の
取
消
し
、
ま
た
は
、
使
用

の
中
止
を
求
め
て
い
＜
。

◎
第
７８
号
議
案

。
白
石
市
民
バ
ス

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

〔
質
疑
〕
現
在
無
料
と
な
っ
て
い

る
７０
歳
以
上
の
人
な
ど
の
料
金
は

ど
う
な
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
７０
歳
以
上
は
管
理
規
則

で
５
割
減
免
の
１００
円
と
な
る
。

中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
以

前
同
様
無
料
で
あ
る
。
ま
た
、
一局

校
生
は
、
新
た
に
減
免
規
定
を
設

け
５
割
減
免
の
１００
円
と
な
る
。

〔
質
疑
〕
値
上
げ
し
て
増
収
と
な

る
部
分
で
路
線
を
ふ
や
す
な
ど
の

市
民
へ
の
還
元
を
考
え
て
い
る
の

か
。

〔
答
弁
〕
試
算
で
は
年
間
約
３７８
万

円
の
増
収
に
な
る
が
、
本
事
業
に

充
当
し
て
い
る
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
が
国
の
事
業
仕
分
け
に

該
当
し
、
〈フ
後
継
続
さ
れ
る
か
ど

う
か
不
透
明
で
あ
り
、
現
状
の
路

線
を
維
持
し
て
い
＜
。

〔
質
疑
〕
ス
ク
ー
ル
バ
ス
し
か
運

行
し
て
い
な
い
よ
う
な
地
域
に
朝

だ
け
で
も
市
民
バ
ス
を
運
行
す
る

よ
う
に
で
き
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

〔
答
弁
〕
路
線
に
つ
い
て
は
東
北

運
輸
局
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
も

の
な
の
で
、
経
路
の
変
更
や
新
設

に
は
事
前
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、

現
状
の
８
路
線
を
維
持
し
て
い
き

た
い
。

委
員
長
　
　
山
谷

　

清

副
委
員
長
　
大
町

栄
信

委
員
　
管
野

恭
子
・
菅
野

壮堡

安
斎

多
実
男

。
大
野

栄
光

志
村

新

一
郎

◎
第
７９
号
議
案

。
白
石
市
駐
車
場

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

〔
質
疑
〕
白
石
駅
前
駐
車
場
の
定

期
利
用
者
の
料
金
を
下
げ
た
理
由

は
何
か
。

〔
答
弁
〕
隣
接
す
る
民
間
経
営
の

駐
車
場
と
の
料
金
格
差
を
少
な
く

し
て
利
用
率
を
上
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕
白
石
駅
前
駐
車
場
の
稼

働
状
況
及
び
隣
接
す
る
民
間
経
営

の
同
種
の
駐
車
場
の
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

〔
答
弁
〕
市
営
駐
車
場
の
収
容
台

数
は
、

１４０
台
の
内
、
定
期
利
用
が

１００
台
分
で

一
時
利
用
が
４０
台
分
で

あ
る
。
稼
働
率
は
定
期
利
用
翁
で

ぉ
ょ
そ
８０
％
と
な
っ
て
い
る
。

隣
接
す
る
民
間
経
営
の
駐
車
場

は
合
計
で
約
２７０
台
の
収
容
ス
ペ
ー

ス
を
持
ち
、
料
金
に
つ
い
て
は
、

月
４
千
円
～
４
千
２００
円
と
な
っ
て

い
る
。

〔
質
疑
〕
定
期
利
用
者
料
金
の
下

げ
幅
を
大
き
く
し
て
民
間
経
営
の

駐
車
場
と
同
等
の
料
金
と
し
て
は

ど
う
か
。

〔答
弁
〕
平
成
元
年
の
開
業
か
ら

現
行
料
金
と
し
て
い
る
た
め
、
利

用
動
向
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
り
、

民
間
企
業
の
圧
迫
は
で
き
る
だ
け

避
け
な
が
ら
、
同
駐
車
場
の
稼
働

率
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
利
便
性
を
、
よ
り
高
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
３

第
７７
号
議
案
か
ら
第
９６
号
議
案
ま
で
の
計
２０
議
案
に
つ
い
て
、
定
例

会
第
２
日
日

（
１２
月
１０
日
）
の
本
会
議
で
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
論
議
さ
れ
た
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。


